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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された信号を所定の間隔で離散化してサンプリングデータを取得するサンプリング
データ取得部と、
　前記サンプリングデータから電圧の波形データを取得する波形データ取得部と、
　前記波形データの電圧軸上の所定の電圧値を閾値として設定する閾値設定部と、
　前記波形データ上の前記閾値を通過する複数の通過点の時刻をそれぞれ測定し、該複数
の通過点間の時刻から前記波形データの山部または谷部の時間幅を算出する時間幅算出部
と、
　前記波形データ、前記閾値を示す閾値カーソル、ならびに前記山部または谷部の時間幅
を表示する表示部とを備えた波形測定装置において、
　前記閾値設定部は、前記閾値とは異なる所定の電圧値を第２閾値として設定し、
　前記時間幅算出部は、前記波形データ上の前記第２閾値を通過する複数の第２通過点の
時刻をそれぞれ測定し、前記通過点および該第２通過点の各時刻から該通過点と該第２通
過点の時間幅をさらに算出し、
　前記表示部は、前記通過点と第２通過点の時間幅をさらに表示することを特徴とする波
形測定装置。
【請求項２】
　前記閾値の算出は、電圧の変化に対して出力がヒステリシスをもって変化するシュミッ
ト回路を用いることを特徴とする請求項１に記載の波形測定装置。
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【請求項３】
　前記波形データ取得部は、同一の時間軸上に２以上の異なる波形データを取得し、
　前記閾値設定部は、前記異なる波形データのそれぞれに閾値を設定し、
　前記時間幅算出部は、前記異なる波形データ上のそれぞれの通過点の時刻を測定し、前
記異なる波形データ上の通過点の時間幅をさらに算出し、
　前記表示部は、前記異なる波形データ上の通過点の時間幅をさらに表示することを特徴
とする請求項１に記載の波形測定装置。
【請求項４】
　前記時間幅算出部は、所定のタイミングから所定時間以内の通過点を無視する、または
所定時間経過後の通過点を無視することを特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれか
１項に記載の波形測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入力された電気信号の波形からその所定箇所における時間幅を測定する波形
測定装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　オシロスコープやデジタル電力計等の波形測定装置は、電気信号の観測を可能にする装
置である。通常、これらの波形測定装置にはブラウン管や液晶ディスプレイ等が備えられ
ていて、測定対象の電気回路等から入力された電気信号（入力信号）は画面上に波形デー
タとして表示される。このときの画面表示は、横軸で時間を表し、縦軸で電圧や電流を表
す形式となっている。
【０００３】
　近年の波形測定装置にはいわゆるカーソル測定機能が備わっている。カーソル測定機能
は、画面上に表示されたカーソルをキー操作によって波形データの任意の位置に移動させ
ることで、その位置の時間等のパラメータを自動で測定する機能である。これにより、ユ
ーザはパラメータを画面の目盛から読み取る手間を省くことができる。例えば、時間を表
す横軸（時間軸）に直交する２本の時間カーソルを用いて、時間カーソル間の時間差や周
波数を測定することが可能となっている（特許文献１）。また一般のオシロスコープでは
、電圧を表す縦軸（電圧軸）に直交する２本の電圧カーソルを用いて、電圧カーソル間の
電位差を測定することも可能となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平６－５０９９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１に記載のようなオシロスコープのカーソル測定機能では、波形デー
タ上に時間幅を測定したい箇所が複数存在している場合、複数の箇所毎に時間カーソルを
移動および位置合わせする必要がある。したがって、全ての箇所を測定するのは手間のか
かる作業となってしまう。
【０００６】
　また上記の時間カーソルは、オペレータの操作によって時刻を指定するものである。こ
のため、時間の経過と共に次々と波形が移り変わるアクイジション中（取込動作中）には
、時間カーソルを位置合わせすることが難しく、周波数の測定が困難である。
【０００７】
　本発明は、このような課題に鑑み、アクイジション中の波形データからであっても複数
箇所の時間幅を容易に測定可能な波形測定装置を提供することを目的としている。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明にかかる波形測定装置の代表的な構成は、入力され
た信号を所定の間隔で離散化してサンプリングデータを取得するサンプリングデータ取得
部と、サンプリングデータから電圧の波形データを取得する波形データ取得部と、波形デ
ータの電圧軸上の所定の電圧値を閾値として設定する閾値設定部と、波形データ上の閾値
を通過する複数の通過点の時刻をそれぞれ測定し、複数の通過点間の時刻から波形データ
の山部または谷部の時間幅を算出する時間幅算出部と、波形データ、閾値を示す閾値カー
ソル、ならびに山部または谷部の時間幅を表示する表示部と、を備えることを特徴とする
。
【０００９】
　上記構成であれば、１つの電圧値の閾値を設定するだけで、波形データの複数の山部ま
たは谷部の時間幅を測定し、その測定結果を表示することができる。換言すると、ユーザ
が閾値カーソルの操作を１度するだけで、波形データ上の複数箇所の時間幅を表示可能と
なっている。また上記構成では、瞬時に測定可能であるから、時間の経過と共に次々と波
形が移り変わるアクイジション中（取込動作中）の波形データからであっても山部および
谷部の時間幅が表示可能である。
【００１０】
　閾値設定部は、閾値とは異なる所定の電圧値を第２閾値として設定し、時間幅算出部は
、波形データ上の第２閾値を通過する複数の第２通過点の時刻をそれぞれ測定し、通過点
および第２通過点の各時刻から通過点と第２通過点の時間幅をさらに算出し、表示部は、
通過点と第２通過点の時間幅をさらに表示するとよい。
【００１１】
　上記構成によれば、山部および谷部の立ち上がり時間および立ち下がり時間を測定する
ことができる。したがって、波形データのより詳細な解析が可能となる。
【００１２】
　閾値の算出は、電圧の変化に対して出力がヒステリシスをもって変化するシュミット回
路を用いるとよい。シュミット回路は、高い値と低い値との２つの値を閾値として備え、
入力信号がこれら２つの閾値を通過することで出力が切り替わる入力方式である。この構
成であれば、高低どちらか一方の閾値を通過しただけでは出力は切り替わらないため、入
力信号のチャタリングノイズによる影響を防ぎ、測定精度を向上させることが可能である
。
【００１３】
　波形データ取得部は、同一の時間軸上に２以上の異なる波形データを取得し、閾値設定
部は、異なる波形データのそれぞれに閾値を設定し、時間幅算出部は、異なる波形データ
上のそれぞれの通過点の時刻を測定し、異なる波形データ上の通過点の時間幅をさらに算
出し、表示部は、異なる波形データ上の通過点の時間幅をさらに表示してもよい。
【００１４】
　上記構成によれば、異なる波形同士の各種パラメータを比較して、応答時間や立ち上が
り時間など波形データ間の関係をより詳細に解析することが可能である。
【００１５】
　時間幅算出部は、所定のタイミングから所定時間以内の通過点を無視する、または所定
時間経過後の通過点を無視するとよい。これにより、例えばバースト波のようなパルスが
現れない区間（バースト間）をもつ入力信号からであっても、そのバースト間を無視して
パルス表示のみを測定することが可能である。また逆の例として、バースト間のみを測定
してパルス表示を無視することもできる。このように上記構成であれば、複雑なパルス列
が繰り返し現れる入力信号からであっても、目的とする箇所のみの時間幅の測定が可能で
ある。
【発明の効果】
【００１６】
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　本発明によれば、アクイジション中の波形データからであっても複数箇所の時間幅を容
易に測定可能な波形測定装置を提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本実施形態にかかる波形測定装置の概略構成を例示するブロック図である。
【図２】図１の画面部による画像表示を例示する図である。
【図３】アクイジション中のカーソル測定機能を説明するフローチャートである。
【図４】シュミット回路を用いて算出した閾値を説明する図である。
【図５】波形測定装置のカーソル測定機能の第1の他の測定モードを説明する図である。
【図６】波形測定装置のカーソル測定機能の第２の他の測定モードを説明する図である。
【図７】波形測定装置のカーソル測定機能の第３の他の測定モードを説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。か
かる実施形態に示す寸法、材料、その他具体的な数値などは、発明の理解を容易とするた
めの例示に過ぎず、特に断る場合を除き、本発明を限定するものではない。なお、本明細
書及び図面において、実質的に同一の機能、構成を有する要素については、同一の符号を
付することにより重複説明を省略し、また本発明に直接関係のない要素は図示を省略する
。
【００１９】
（波形測定装置）
　図１は、本実施形態にかかる波形測定装置１００の概略構成を例示するブロック図であ
る。図１に示す波形測定装置１００は、電気回路等の測定対象に流れる電気信号の波形を
測定する装置である。具体的には、電気信号の波形の所定箇所における時間差（時間幅）
および電圧が測定可能である。このような波形測定装置の例としては各種オシロスコープ
やデジタル電力計等が挙げられる。なお、本実施形態では理解を容易にするために、波形
測定装置１００をデジタルオシロスコープとした場合を想定して説明を行う。
【００２０】
　まず、測定対象に流れる電気信号はプローブ（不図示）を介して当該波形測定装置１０
０に入力され（入力信号）、サンプリングデータ取得部１０２へと導かれる。サンプリン
グデータ取得部１０２は、入力信号を所定の間隔で離散化してサンプリングデータを取得
する。サンプリングデータ取得部１０２は、アッテネータ１０４（減衰器）とプリアンプ
１０６（増幅器）、およびＡ／Ｄ変換器１０８を含んで構成されている。アッテネータ１
０４とプリアンプ１０６は入力信号を適正な振幅に調整し、Ａ／Ｄ変換器１０８はその入
力信号を所定のサンプリングレートで離散化する。
【００２１】
　サンプリングデータ取得部１０２の後段に位置する波形データ取得部１１０は、得られ
たサンプリングデータから波形データＬ１（図２参照）を取得する。波形データ取得部１
１０は、データ処理回路１１２およびアクイジションメモリ１１４を含んで構成されてい
る。データ処理回路１１２は、サンプリングデータを時間と電圧との関係を示す波形デー
タＬ１に変換する。アクイジションメモリ１１４は、波形データの取得と表示とを繰り返
す一連の動作（アクイジション）を可能にする記憶媒体であって、サンプリングデータが
一時的に保存されてデータ処理回路１１２を通じてその処理が行われる。
【００２２】
　制御部１１６は、集積回路であるＣＰＵ１１８および記憶媒体である主記憶メモリ１２
０等からなり、波形測定装置１００全体を管理および制御する。ＣＰＵ１１８は、所定の
プログラムを実行することにより波形データ取得部１１０等の各部位を統括的に制御する
。主記憶メモリ１２０は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、不揮発性ＲＡＭ、フラッシュ
メモリ、ＨＤＤ等で構成され、ＣＰＵ１１８で実行されるプログラム等を記憶する。本実
施形態では、プログラムによって、後述のカーソル測定機能に使用する閾値設定部１２２
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および時間幅算出部１２４がＣＰＵ１１８内に実現される。
【００２３】
　波形データ取得部１１０により取得された波形データは、表示部１２６によって外部へ
表示される。表示部１２６は、表示処理回路１２８および画面部１３０を含んで構成され
ている。表示処理回路１２８には不図示の表示メモリが備えられていて、波形データＬ１
（図２参照）は表示メモリに一時的に格納され、画像処理等を施された後、画面部１３０
へと出力される。画面部１３０は、ブラウン管や液晶ディスプレイ等で構成され、波形デ
ータＬ１を画像表示する。
【００２４】
　図２は、図１の画面部１３０による画像表示を例示する図である。図２に示す波形デー
タＬ１は、画面部１３０上を左から右へ一定速度（例えば2us/div）で掃引される。この
とき、時間軸Ｔ１は所定のトリガ点（掃引の始点）に対する時刻（図中左側ほど過去の時
刻）を示していて、電圧軸Ｖ１は所定の時刻における電圧値を示している。これらにより
、ユーザは波形データＬ１における時間と電圧との関係が観測可能となる。
【００２５】
（カーソル測定機能）
　本実施形態にかかる波形測定装置１００にはカーソル測定機能が備わっている。図３は
アクイジション中のカーソル測定機能を説明するフローチャートである。ここで、図２に
示した画面表示はカーソル測定機能が有効の場合を例示していて、この場合、波形データ
Ｌ１を表示する波形表示画像１３２が上部に表示され、下部にカーソル測定機能による測
定結果を表す測定結果表示画像１３４が表示される。特に当該波形測定装置１００のカー
ソル測定機能は、アクイジションに同期して測定結果を表示することが可能である。以下
、図２および図３を参照しながら図１の波形測定装置１００についてさらに説明する。
【００２６】
　カーソル測定機能が有効の場合、まず図３のステップ２００において、波形表示画像１
３２上に表示される閾値カーソルＣ１を設定する。閾値カーソルＣ１（図２参照）は電圧
軸Ｖ１上の所定の電圧値を示す横軸状のカーソルであって、ユーザによるキー操作によっ
て電圧軸Ｖ１上の任意の位置へ移動可能である。そして閾値カーソルＣ１を移動させると
、閾値設定部１２２（図１参照）は閾値カーソルＣ１が示す電圧値を閾値として設定する
。なお、閾値カーソルＣ１を移動させない（閾値の再設定を行わない）場合は、前回設定
した電圧値（前回値）が閾値として取得される。
【００２７】
　次にステップ２０２において、ユーザは測定結果表示画像１３４（図２参照）に表示す
る表示項目を設定する。表示項目は測定モードによって各種切り替えることが可能である
。例えば、波形の山部および谷部の時間幅を表示させたり、さらに山部および谷部の立ち
上がり時間幅または立ち下がり時間幅を表示させたりすることが可能である。なお、表示
項目の設定を変更しない場合は、前回の設定（前回値）が取得される。
【００２８】
　そして、ステップ２０４において、サンプリングデータ取得部１０２および波形データ
取得部１１０によって、入力信号の波形が取り込まれる。波形の取り込みは、入力信号の
電圧値を数ＭＨｚ（装置の仕様および設定による）で測定し、不図示のキャッシュメモリ
に保存することを繰り返すことで行われる。取り込まれた波形はアクイジションメモリ１
１４に格納され（ステップ２０６）、表示部１２６によって波形データＬ１として波形表
示画像１３２（図２参照）に表示される（ステップ２０８）。
【００２９】
　ステップ２１０では、所定時間が経過したか否か判断する。所定時間は波形の各時間幅
を表示する（または表示を更新する）間隔であって、ユーザによる観測の妨げにならない
程度の時間、例えば５秒程度とすることができる。
【００３０】
　所定時間が経過していた場合（ステップ２１０のＹｅｓ）、続くステップ２１２におい
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て、時間幅算出部１２４が、アクイジションメモリに格納した波形を基に、閾値と波形と
の交点を抽出する。この閾値は図２に示す閾値カーソルＣ１に対応していて、波形は波形
データＬ１に対応している。交点は、波形データＬ１上の閾値カーソルＣ１を通過する複
数の通過点（Ｐ０～Ｐ１０）に対応している。そして時間幅算出部１２４は、抽出した交
点（通過点）の時刻を測定し、その時刻から各時間幅を算出する（ステップ２１４）。
【００３１】
　ステップ２１６において、表示部１２６は図２に示すように、各時間幅の測定結果を測
定結果表示画像１３４としてＧＵＩ（Graphical User Interface）表示する。測定結果表
示画像１３４には、上方から順に通過点Ｐ０～通過点Ｐ１０における各種測定結果が表示
される。Ｔｉｍｅは通過点の時刻（所定のトリガ点に対する時刻）である。Ｓｌｏｐｅは
、その通過点が立ち上がりスロープに位置しているのか、立ち下がりスロープに位置して
いるのかを矢印の方向で表わしている。
【００３２】
　＋Ｗｉｄｔｈと－Ｗｉｄｔｈ、およびＰｅｒｉｏｄは、波形データＬ１上において時間
幅算出部１２４が各通過点間の時刻から算出した時間幅である。隣接する通過点間が山部
である場合は＋Ｗｉｄｔｈに、谷部である場合は－Ｗｉｄｔｈにそれらの時間幅を表示す
る。例えば、波形表示画像１３２において通過点Ｐ０～通過点Ｐ１間は山部＋Ｗ１であり
、その時間幅は通過点Ｐ１の＋Ｗｉｄｔｈの項目に表示される。また例えば、波形表示画
像１３２において通過点Ｐ１～通過点Ｐ２間は谷部－Ｗ２であり、その時間幅は通過点Ｐ
２の－Ｗｉｄｔｈの項目に表示される。Ｐｅｒｉｏｄは周期であって、隣接する山部およ
び谷部の時間幅を合わせて算出している。例えば、通過点Ｐ２のＰｅｒｉｏｄの項目には
、波形表示画像１３２における通過点Ｐ０～通過点Ｐ２間の時間幅ΔＴ１が表示される。
【００３３】
　再び図３を参照する。ステップ２１６において測定結果を表示した後、またはステップ
２１０においてＮｏの後、ステップ２１８において次の波形を取り込むか否かが判断され
る。ステップ２１８のＹｅｓの場合は、ステップ２０４に戻ってアクイジションと共に時
間幅の測定を継続し、ステップ２１８のＮｏの場合は波形取込を終了する。
【００３４】
　上記説明したように、当該波形測定装置１００のカーソル測定機能では、ユーザが波形
表示画像１３２上の閾値カーソルＣ１の操作を１度するだけで、アクイジションに同期し
て波形データＬ１上の複数箇所の時間幅を測定結果表示画像１３４へ表示可能となってい
る。
【００３５】
　ここで本実施形態では、波形データＬ１の山部および谷部は閾値を超えるか否かを基準
に制御部１１６が判断している。しかし、閾値近傍において入力信号にチャタリングノイ
ズが発生してその波形が細かく上下に揺れた場合、そのチャタリングノイズまでも山部ま
たは谷部であるとして判断されかねない。そこで本実施形態では、閾値を電圧の変化に対
して出力がヒステリシスをもって変化するシュミット回路を用いて算出している。
【００３６】
　図４は、シュミット回路を用いて算出した閾値Ａ１を説明する図である。なお図４では
、入力信号を便宜的にプロットの列として表現している。シュミット回路とは、高い値と
低い値との２つの値を閾値として備え、入力信号がこれら２つの閾値を通過することで出
力が切り替わる入力方式である。図４に示す閾値Ａ１は、高い閾値Ａ１Ｈおよび低い閾値
Ａ１Ｌによって構成されている。この構成の閾値Ａ１であれば、入力信号が高い閾値Ａ１
Ｈまたは低い閾値Ａ１Ｌのどちらか一方を通過しただけでは出力は切り替わらず、直前の
出力状態が維持される。すなわち、閾値Ａ１のヒステリシスの幅（低い閾値Ａ１Ｌと高い
閾値Ａ１Ｈとの間の幅）以下の振幅ノイズを無視することができる。したがって、入力信
号のチャタリングノイズによる影響を防ぎ、測定精度を向上させることが可能である。
【００３７】
　上記説明した如く、本実施形態にかかる波形測定装置１００によれば、１つの電圧値の
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閾値を設定するだけで、波形データＬ１の複数の山部（例えば山部＋Ｗ１）または谷部（
例えば谷部－Ｗ２）の時間幅を精度よく測定し、その測定結果を表示可能である。また上
記構成では、電圧値を閾値とすることで瞬時に測定可能であるため、時間の経過と共に次
々と波形が移り変わるアクイジション中（取込動作中）の波形データＬ１からであっても
山部および谷部の時間幅がリアルタイムに表示可能である。
【００３８】
（カーソル測定機能の第１の他の測定モード）
　図５は、波形測定装置１００のカーソル測定機能の第１の他の測定モードを説明する図
である。本測定モードでは、波形データの山部および谷部の立ち上がり時間および立ち下
がり時間を測定可能である。以下、図５の画面例と図３のフローチャートの一部を参照し
ながら説明する。なお、測定モードに対応した表示項目への設定（表示切替）は図３に示
したステップ２０２で行うことが可能であり、また、測定モードによってはステップ２０
０をステップ２０２の後段に移動して行うことが可能である。
【００３９】
　図５に示すように、本モードでは、波形表示画像１３２に閾値カーソルＣ１に加えて、
２つ目の閾値カーソルＣ２が表示される。閾値設定部１２２は、閾値カーソルＣ１が示す
閾値とは異なる電圧値であって、閾値カーソルＣ２が示す所定の電圧値を第２閾値として
設定する（ステップ２０２）。そして時間幅算出部１２４は、波形データＬ２上の第２閾
値を通過する複数の第２通過点（Ｑ２等）の時刻をそれぞれ測定し、通過点（Ｐ０等）お
よび第２通過点（Ｑ２等）の各時刻から通過点と第２通過点の時間幅（ΔＴ２～ΔＴ６）
をさらに算出する（ステップ２１４）。
【００４０】
　算出された時間幅は、立ち上がり時間（Ｒｉｓｅ）または立ち下がり時間（Ｆａｌｌ）
として表示部１２６によって表示される（ステップ２１６）。例えば波形表示画像１３２
において通過点Ｐ１～第２通過点Ｑ２間は立ち下がりスロープであって、その時間幅ΔＴ
２が測定結果表示画像１３４の第２通過点Ｑ２のＦａｌｌの項目に表示される。
【００４１】
　このように、本測定モードでは、山部および谷部の立ち上がり時間および立ち下がり時
間を容易に測定可能である。したがって、波形データのより詳細な解析が可能となってい
る。なお、上記第２閾値も図４の閾値Ａ１と同様にシュミット回路を用いて算出してもよ
く、これによって測定精度の向上を図ることも可能である。
【００４２】
（カーソル測定機能の第２の他の測定モード）
　図６は、波形測定装置１００のカーソル測定機能の第２の他の測定モードを説明する図
である。本測定モードでは、異なる波形データ間の時間幅を測定可能である。以下、図６
の画面例と図３のフローチャートの一部を参照しながら説明する。
【００４３】
　図６に示すように、本モードでは、波形データ取得部１１０は同一の時間軸Ｔ１上に２
以上の異なる波形データ（波形データＬ３および波形データＬ４）を取得可能である。閾
値設定部１２２は、波形データＬ３および波形データＬ４のそれぞれに閾値カーソルＣ１
または閾値カーソルＣ２の位置に基づいた閾値を設定する（ステップ２００）。そして時
間幅算出部１２４は、波形データＬ３および波形データＬ４のそれぞれの通過点（通過点
Ｐ０等または通過点Ｒ１等）の時刻を測定し、異なる波形データ上の通過点の時間幅をさ
らに算出する（ステップ２１４）。
【００４４】
　算出された時間幅は、表示部１２６によって波形データの区別（Ｌｉｎｅ）と共に表示
される（ステップ２１６）。例えば波形表示画像１３２において、波形データＬ３上の通
過点Ｐ０と波形データＬ４上の通過点Ｒ１との間の時間幅ΔＴ７を算出し、その測定結果
を測定結果表示画像１３４の通過点Ｒ１の行に表示する。
【００４５】
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　このように、本測定モードでは、異なる波形同士の各種パラメータを比較して、応答時
間や立ち上がり時間など波形データ間の関係をより詳細に解析することが可能である。
【００４６】
（カーソル測定機能の第３の他の測定モード）
　図７は、波形測定装置１００のカーソル測定機能の第３の他の測定モードを説明する図
である。本測定モードでは、波形データ上から目的とする箇所のみの時間幅を測定可能で
ある。以下、図７の画面例と図３のフローチャートの一部を参照しながら説明する。
【００４７】
　図７に示すように、本モードでは、時間幅算出部１２４はステップ２１２において、所
定のタイミング（トリガ点）から所定時間以内の通過点を無視することが可能である。ま
た逆に、所定時間以内の通過点を取得し、所定時間経過後の通過点を無視することも可能
である。
【００４８】
　例えば図７の波形データＬ５は、パルスが現れない区間（バースト間Ｄ１）をもつバー
スト波であるが、本モードであればバースト間Ｄ１をホールド区間として時間幅を算出す
ることなく無視可能である。そして、パルス表示Ｄ２以降の通過点（波形表示画像１３２
において煩雑化を避けるために図示省略）から、パルス表示Ｄ２を含む時間幅ΔＴ９や、
パルス表示Ｄ２に含まれる各パルスの時間幅を算出し（ステップ２１４）、その測定結果
を表示する（ステップ２１６）。なお、これとは逆に、バースト間Ｄ１の時間幅ΔＴ８の
みを測定し、パルス表示Ｄ２～パルス表示Ｄ４を無視することも可能である。
【００４９】
　このように、本測定モードでは、複雑なパルス列が繰り返し現れる入力信号からであっ
ても、目的とする箇所のみの時間幅の測定が可能である。
【００５０】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【産業上の利用可能性】
【００５１】
　本発明は、入力された電気信号の波形からその所定箇所における時間幅を測定する波形
測定装置に利用することができる。
【符号の説明】
【００５２】
Ｃ１、Ｃ２   …閾値カーソル、Ｌ１～Ｌ５   …波形データ、Ａ１   …閾値、Ａ１Ｈ  
…閾値、Ａ１Ｌ  …閾値、Ｄ１  …バースト間、Ｄ２～Ｄ４  …パルス表示、Ｐ０～Ｐ１
０、Ｒ１～Ｒ８  …通過点、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ６、Ｑ７、Ｑ１０  …第２通過点、ΔＴ１～
ΔＴ１１   …時間幅、１００  …波形測定装置、１０２  …サンプリングデータ取得部
、１０４  …アッテネータ、１０６  …プリアンプ、１０８  …Ｄ変換器、１１０  …波
形データ取得部、１１２  …データ処理回路、１１４  …アクイジションメモリ、１１６
  …制御部、１２０  …主記憶メモリ、１２２  …閾値設定部、１２４  …時間幅算出部
、１２６  …表示部、１２８  …表示処理回路、１３０  …画面部、１３２  …波形表示
画像、１３４  …測定結果表示画像
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